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プルデンシャル財団が「まきビズ」を支援 

～東日本大震災で被災した中小企業や起業家支援プロジェクトに 16.5 万ドルを助成～ 
 
 

米国に本拠地を置く世界最大級の金融サービス機関である（米国の親会社である）プルデ

ンシャル・ファイナンシャル・インクの社会貢献事業を担うプルデンシャル財団は、このた

び、東日本大震災で被災した地域の中小企業や起業家を支援する一般社団法人「まきビズ」

に 16.5 万ドルを助成することを決定しました。 
 
まきビズはプルデンシャル財団の支援を受け 2011 年に設立されて以来、被災地域の水産加

工業、造船所、酒造会社、幼稚園といった中小企業に対し、事業計画の立案、資金調達、販

売促進、工場や店舗の再建など、復興支援を行ってきました。 
 
プルデンシャル財団は、これまでにも震災直後の緊急支援や復興のための継続支援などを

行ってきました。今後も東北地方の復興と長期的発展を支援すべく尽力していきます。 
 

まきビズの支援プロジェクト一覧 
支援先企業・団体 企業の事業概要 まきビズによる支援 
ヤマヨ水産 昭和初期より牡蠣の養殖業を経営。 

徹底した品質管理のもと、震災後はオーナー 
制度や養殖体験も展開。 

・建築工事監理 
・建築費一部助成 
・事業計画作成支援 
・資金調達計画支援 

たみこの海パック ワカメ・牡蠣養殖業の他、震災後に地元 
地域の海産物セレクト商品をネット販売。 
漁業体験ツアーも開始し、新しい事業に次々 
と挑戦中。 

・プロジェクト企画 
・建築工事監理 
・建築費一部助成 
・事業計画作成支援 



佐々木酒造 140 年以上の歴史を持つ造り酒屋。現在 
4 代目が事業継承のために挑戦中。南部 
杜氏の技が光る浪の音シリーズは人気が高い。 

・プロジェクト企画 
・建築工事監理 
・事業計画作成支援 

梅花堂 大正７年創業以降、塩釜銘菓の生産を続け 
る。地元の食材を使用する他、太平洋、 
多賀城瓦、塩万寿など地元のゆかりの名を 
つけた菓子を製造し、市民に広く愛用されて 
いる。 

・プロジェクト企画 
・建築工事監理 
・建築費一部助成 
・事業計画作成支援 

喜久盛酒造 120 年の歴史を持つ酒蔵会社。震災後、蔵は 
倒壊したままのため、近隣の蔵を借りて製造。

自社蔵の再建を目指し人気酒のプロモーショ 
ンで全国行脚中。 

・再建計画プロデュース 
・資金調達計画支援 
・経営全般支援 
・酒蔵再建計画支援 
・PR、販促サポート 

鈴木造船所株式会社 昭和２年創業の同社は、石巻や塩釜など近隣 
港の客船や給油船などの修繕メンテナンスを 
行う。 

・全体再建計画プロ 
デュース 

聖人堀鐵鋼所 昭和 20 年に創業し、東北初のアルミ製の搭載 
船を製造。巻き網漁漁船搭載船の国内シェア 
８割を占める。 

・全体再建計画プロ 
デュース 

マリン遠山合同会社 石巻市雄勝町の造船会社である遠山工業と 
シミズモータースが合同会社を設立。震災で 
漁業再開のために不可欠な船体修理を休みな 
く行い、漁業復興に寄与。 

・全体再建計画プロ 
デュース 

 

以上 

  
まきビズについて 
2011 年に設立された一般社団法人で、被災地域の水産加工業、造船所、酒造会社、幼稚園

といった中小企業に対し、事業計画の立案、資金調達、販売促進、工場や店舗の再建など

の復興支援をしています。 
 
 
プルデンシャル・ファイナンシャルについて 
プルデンシャル・ファイナンシャル・インク（NYSE：PRU）は、2018 年 9 月 30 日現在

で総預かり運用資産 1 兆ドル以上を保有する金融サービス・リーダーであり、米国、アジ

ア、ヨーロッパ、中南米で事業を展開しています。 プルデンシャルの多様で才能のある社

員は、生命保険、年金、リタイアメント関連サービス、ミューチュアルファンド、資産運用

など、さまざまな商品やサービスを通じて、個人および法人のお客さまの資産を守り、増



やす支援をしています。 米国では、プルデンシャルの象徴的な「ロック」は、1 世紀以上

にわたり、強さ、安定性、専門性、革新性を表しています。  詳細については、

news.prudential.com をご覧ください。 
 
 
プルデンシャル財団について 
プルデンシャル財団は、人々が、衣食住などの基本的なニーズを満たし、質の高い職業に

就き、資産を築き、よりよい地域社会を築いていくためのお手伝いをしております。人々

がこのような生活をめざすに当たり、金銭的・社会的な障壁となっているものを取り除く

ために、社会の体系的な変化を提唱していきたいと考えております。また、プルデンシャ

ル財団は戦略的投資家として長期的にコミットし、助成と投資プログラムという２つの分

野で目に見える結果を生み出すことをめざしております。 


